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■参加者からエキスパートへの質問事項 

１．岩手山火山防災マップについて 

群馬県では、浅間山の入山規制（噴火警戒レベル３）のマップ作成に足かけ３年を要

した。その背景には、作成にあたるワーキンググループのメンバーの構成範囲が広すぎ

て、統一意見の取りまとめに時間がかかったことがあると考えている。そこで、以下の

点についてご講演いただきたい。 

（１）「専門家を交えた短期間かつ集中的な検討」の内容 

①検討会議の調整に当たった機関 

②体制・専門家のメンバー 

③作成期間 

（２）資料の収集 

①マップ作成に必要なデータ 

②データの収集方法（現地調査、収集資料の機関への割振り等） 

（３）観光への風評被害の対応 

火山活動が沈静化した時点でのフォローと、これによる住民の反応 

（４）その他 

マップ作成にあたって障害となった事項 

 

２ 群馬県が策定（修正中）している「火山噴火（爆発）計画」について 

（１）計画の内容についてのコメント  

（２）今後の作業項目についての助言 
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③過去の火山活動による分類 

火山噴火予知連絡会による、過去の火山活動に基づく活火山の分類（ランク分け）では、

浅間山はランクＡ（100 年活動度または１万年活動度が特に高い活火山）に属している。 

出典：気象庁報道発表資料 

「火山噴火予知連絡会による活火山の選定及び火山活動度による分類（ランク分け）につい

て」 

http://www.jma.go.jp/jma/press/0301/21a/yochiren.pdf 

 

④監視・観測体制の充実等の必要がある火山 

火山噴火予知連絡会火山活動評価検討会において、中長期的に噴火等が発生する可能性

の検討をもとに災害軽減のために監視を強化すべき火山の選定が行われた。 

浅間山は、「近年、噴火活動を繰り返している火山」とされている。 

出典：気象庁報道発表資料 

「火山噴火予知連絡会火山活動評価検討会（中間報告） 

－監視・観測体制の充実等の必要がある火山の選定について－」（平成 21 年 2 月 18 日） 

http://www.jma.go.jp/jma/press/0902/18a/yochiren090218-3.pdf 
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②草津白根山系硫化水素ガス安全対策連絡協議会 

・ 草津白根山防災会議協議会は、草津白根山系における硫化水素ガス対策等の各種事業

を行い、もって利用者の事故防止及び安全を図ることを目的に、昭和 51 年に設置さ

れた。 

・ 硫化水素ガス自噴の調査、安全対策について「監視、救助体制部会」を設置するとと

もに、協議会所掌事務を円滑に処理するため幹事会が置かれている。組織の概要を次

表に示す。 

 

協議会 

委 員 

群馬県 危機管理室長 

    薬務課長 

    自然環境課長 

    吾妻環境森林事務所長 

    中之条土木事務所長 

草津町 町長 

嬬恋村 村長 

林野庁吾妻森林管理署 署長 

気象庁前橋地方気象台 技術課長 

環境省 万座自然保護官 

長野原警察署 署長 

吾妻広域町村圏振興整備組合 西部消防署長 

草津温泉観光協会 会長 

万座温泉観光協会 会長 

（財）自然公園財団 草津支部所長 

（株）プリンスホテル 常務執行役員第4事業担当（長野・群馬地区） 

協議会 

実施事業 

・硫化水素ガス自噴に伴う安全対策に関すること 

・硫化水素ガス自動警報装置の維持管理に関すること 

・硫化水素ガス自噴箇所の調査に関すること 

・硫化水素ガス関係情報の交換に関すること 

・その他必要と認められる事業に関すること 

幹事会 

幹事 

群馬県 環境森林部自然環境課 次長 

    自然公園係 係長 

    自然公園係 整備担当 

草津町 副町長 

    愛町部総務課長 

嬬恋村 副村長 

    観光商工課長 

出典：(1)草津白根山系硫化水素ガス安全対策連絡協議会規約        

 (2)平成 19 年度火山防災体制構築支援業務検討結果（内閣府） 
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防災マップ出典：国土交通省利根川水系砂防事務所ＨＰ     

http://www.ktr.mlit.go.jp/tonesui/bousai/hazard/index.htm 

 




